
甲第 号

藤高紘平学位請求論文

審 査 要 ヒ二A
日

奈良県立医科大学



論文審査の要旨及び担当者

第甲 一
l日 者号一日番一査告一環報論

委員長

委員

委員

(指導教員)

号| 氏名 |藤高紘平

教授 西尾健治

教授川手健次

教授 田中康仁

主論文

Pathogenesis of Fifth Metatarsal Fractures in College Soccer Players 

(和訳)大学サッカー選手における第 5中足骨疲労骨折の発生因子

Kohei Fujitaka ， Akira Taniguchi ， Shinji Isomoto ， 

Tsukasa Kumai ， Shingo Otuki ， Mamoru Okubo ， Yasuhito Tanaka 

The Orthopaedic Journal of Sports Medicine ， 3(9) ， 1-7 ， 2015 



論文審査の要旨

藤高紘平氏の本論文は、スポーツ選手に時に認められる第 5中足骨疲労骨折

の発生機序解明を試みたものである。対象を同一大学のサッカーチームの選手

に絞って環境要因や、身体的特徴の差に骨折発生の原因を求め、 9年間にわたり

前向きに継続的に調査している研究である。

273 名の身体的特徴(身長、体重、 BMI 、アーチ高率、足fEj[把持筋力、 Q-angle 、

Leg-heel angle 、ファンクショナルリーチテスト、閉眼片脚立位保持時間、 SLR 、

FFD 、HBD 、足関節の可動域、 General Joint Laxi ty Test) やアンケート調査(利

き脚、使用スパイクシューズなど)により、第 5中足骨疲労骨折は非利き足に

おこりやすく、受傷群では非受傷群より足祉把持筋力が有意に小さいことを見

いだした。以上より把持筋力の低下が動的バランスの低下を招き、外側荷重が

増加した結果、骨折したと推論している。

本研究は9年にわたる地道な研究により、第5中足骨疲労骨折者の身体的特

徴や環境要因を明らかにしている。これらは第5中足骨疲労骨折の発症予防に

つながる有意義な研究であり、整形外科学の発展に寄与し、博士(医学)の学

位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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